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ち
い
き
の

わ
だ
い

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

高さが 10 メートル、幅が 121 メートルの砂防堰
堤が完成しました

秋田銀行との協定書に署名する門脇市
長（中央）

　

田
沢
字
供
養
仏
地
区
で
建
設
中
だ
っ
た
砂

防
堰
堤
が
完
成
し
、
６
月
29
日
に
完
成
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
国
、
県
、
市
の
関
係
者
や
地
元

先
達
地
区
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
、
始
め
に
災

害
で
犠
牲
と
な
っ
た
６
人
の
冥
福
を
祈
り
黙

祷
が
捧
げ
ら
れ
、
先
達
町
内
会
の
下
総
芳
則

会
長
が
「
完
成
ま
で
不
安
だ
っ
た
が
、
砂
防

ダ
ム
が
多
く
の
関
係
者
の
お
か
げ
で
こ
の
よ

う
に
早
く
完
成
し
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

6月29日6月20日～22日
田沢供養仏地区仙北市

供
養
仏
沢
砂
防
堰
堤
が
完
成　

海
外
学
生
グ
ル
ー
プ
が
仙
北
市
を
訪
問

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
完
成
式
典

体
験
通
じ
て
相
互
理
解

　

秋
田
銀
行
で
は
、
空
き
家
の
解
体
を
支
援

す
る
「
空
き
家
解
体
ロ
ー
ン
」
の
運
用
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
運
用
に
合
わ
せ
て
、
仙

北
・
大
仙
・
美
郷
の
３
市
町
は
秋
田
銀
行
と

６
月
30
日
、「
空
き
家
解
体
ロ
ー
ン
」
提
携

に
関
す
る
覚
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ロ
ー
ン
は
、
店
舗
や
工
場
を
除
く
空

き
家
の
所
有
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
資

金
不
足
に
よ
り
解
体
で
き
ず
に
い
る
皆
さ
ん

へ
支
援
を
す
る
も
の
で
す
。
通
常
年
２
・
５
％

の
金
利
で
す
が
、
解
体
の
た
め
に
市
の
補
助

　

６
月
27
日
の
仙
北
市
議
会
定
例
会
の
最
終

日
に
、
副
市
長
選
任
案
が
追
加
提
案
さ
れ
、

３
月
に
田
邉
浩
之
副
市
長
が
退
任
し
た
後
、

不
在
と
な
っ
て
い
た
仙
北
市
副
市
長
に
倉
橋

典
夫
氏
（
61
歳
・
田
沢
湖
生
保
内
字
下
手
倉
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
７
月
１
日
か

ら
４
年
間
で
す
。

　

倉
橋
氏
は
、
昭
和
52
年
田
沢
湖
町
役
場
に

入
り
、
農
業
委
員
会
事
務
局
長
、
議
会
事
務

局
長
を
務
め
、
仙
北
市
と
な
っ
て
か
ら
仙
北

市
総
務
部
企
画
政
策
課
長
、
教
育
委
員
会
教

育
次
長
、
農
林
部
長
、
総
務
部
長
を
歴
任
し
、

平
成
25
年
３
月
に
定
年
退
職
さ
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
銀
行
と
県
南
３
市
町
が
提
携

副
市
長
に
倉
橋
典
夫
氏

空
き
家
の
解
体
を
支
援

仙
北
市
議
会
定
例
会
で
市
副
市
長
選
任

6月30日

6月27日

大仙市

仙北市

7月6日
落合球場

仙
北
市
消
防
訓
練
大
会

訓
練
の
成
果
を
発
揮

金
（
危
険
老
朽
空
き
家
補
助
金
）
が
該
当
す

る
場
合
、金
利
が
２
・
０
％
に
下
げ
ら
れ
ま
す
。

倉
くらはし

橋  典
の り お

夫

7月2日
秋田市

異
文
化
交
流
の
推
進
に
協
力
体
制

交わした協定書を手にする鈴木典比古学長と門脇市長

国
際
教
養
大
学
と
協
定

　

７
月
６
日
、
仙
北
市
消
防
訓
練
大
会
が
落

合
球
場
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
消
防
団
10
個
分
団
か
ら
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
23
チ
ー
ム
、
規
律
訓
練
の

部
に
７
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
出
場
し

た
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
、
持
て
る
技
術
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
上
位
３
チ
ー
ム
が
、
７
月
19
日

に
大
仙
市
で
行
わ
れ
る
大
仙
・
仙
北
・
美
郷

支
部
消
防
訓
練
大
会
に
進
み
ま
す
。

【
主
な
結
果
】（
敬
称
略
）

●
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

優　

勝　

第
４
分
団
２
班
（
神
代
地
区
）

準
優
勝　

第
８
分
団
２
班
（
白
岩
地
区
）

第
３
位　

第
10
分
団
２
班
（
中
川
地
区
）

●
個
人
表
彰
（
優
秀
隊
員
）

指
揮
者　

阿
部
慶
之
（
第
９
分
団
１
班
）

１
番
員　

荒
木
田
浩
生（
第
３
分
団
２
班
）

２
番
員　

佐
藤
直
也
（
第
８
分
団
２
班
）

３
番
員　

高
橋
和
彦
（
第
８
分
団
２
班
）

●
規
律
訓
練
の
部

優　

勝　

第
９
分
団
（
雲
沢
地
区
）

準
優
勝　

第
８
分
団
（
白
岩
地
区
）

第
３
位　

第
４
分
団
（
神
代
地
区
）

ちいきのわだい
仙北市のできごとをおとどけ

　

７
月
２
日
、
仙
北
市
は
国
際
交
流
に
関
す

る
提
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
協
定
を
国
際
教
養
大
学

と
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
互
い
の
資
源
や
機
能
を
活

用
し
相
互
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
異
文

化
体
験
を
通
し
、
地
域
活
性
化
や
国
際
的
な

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
結
ば

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
交
流
人
口
増
加
を
目
指
す
仙
北
市

に
と
っ
て
、
こ
の
新
た
な
交
流
が
生
み
出
す

様
々
な
効
果
に
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

美
し
い
響
き
と
歌
声
に
歓
声
上
が
る

海
上
自
衛
隊　

大
湊
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

7月6日
仙北市民会館

　

７
月
６
日
、
海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
コ

ン
サ
ー
ト
が
仙
北
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、「
平

和
を
守
る
者
」「
ブ
ラ
ジ
ル
」「
南
部
蝉
し
ぐ

れ
」
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏
。

音
楽
隊
の
息
の
合
っ
た
演
奏
に
、
会
場
に
つ

め
か
け
た
大
勢
の
聴
衆
か
ら
声
援
や
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、演
奏
後
に
は
ロ
ビ
ー

で
隊
員
一
同
に
よ
る
お
見
送
り
が
行
わ
れ
、

演
奏
の
感
想
を
伝
え
た
り
、
握
手
を
求
め
る

様
子
な
ど
が
見
ら
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

６
月
20
日
か
ら
22
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の

大
学
生
76
人
が
仙
北
市
内
の
農
家
民
宿
、
農
家

19
軒
に
宿
泊
し
、
農
山
村
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
魅
力
や
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
日
本
的
な

「
価
値
」
に
つ
い
て
国
際
的
理
解
を
目
指
し
、

日
本
政
府
が
進
め
る
「
Ｊ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
2.0
」

事
業
で
仙
北
市
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
各
国

で
都
市
工
学
・
都
市
計
画
な
ど
を
学
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。

　

角
館
町
で
の
武
家
屋
敷
見
学
や
、
宿
泊
先

の
農
家
で
の
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

流しそうめんや味噌たんぽづくり
も体験しました

昨
年
大
ヒ
ッ
ト
し
た
演
歌
「
南
部
蝉
し
ぐ
れ
」
を
披
露
。

す
ば
ら
し
い
演
奏
と
歌
声
に
会
場
か
ら
は
こ
の
日
一
番

の
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た

【
生
年
月
日
】昭
和
28
年
２
月
16
日
生（
61
歳
）

【
学
歴
】
早
稲
田
大
学
卒
業

【
主
な
職
歴
】
▼
昭
和
52
年
４
月
田
沢
湖
町

役
場
総
務
課
▼
平
成
13
年
４
月
農
業
委
員
会

事
務
局
長
▼
平
成
14
年
４
月
議
会
事
務
局
長

▼
平
成
17
年
４
月
仙
北
市
総
務
部
企
画
政
策

課
長
▼
平
成
20
年
４
月
教
育
委
員
会
教
育
次

長
▼
平
成
22
年
４
月
農
林
部
長
▼
平
成
23
年

４
月
総
務
部
長
▼
平
成
25
年
３
月
定
年
退
職

規律訓練：指揮者の指示通りに規律よく団体で行動し
ます

小型ポンプ操法：消防用ポンプを操作し、ホースを連結
させ、10 ｍ先の的へ放水します

副市長
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６
月
市
議
会
定
例
会
が
最
終
日
の
６
月
27
日
、

角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
、「
町
家
・
角
館
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
報
道
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
株
式
会
社
町
家
ホ
テ
ル
が
事

業
運
営
主
体
と
な
っ
て
、
協
働
社
角
館
プ
ラ
ザ

跡
地
を
活
用
し
、
町
家
ホ
テ
ル
の
新
築
や
生
活

サ
ー
ビ
ス
施
設
、
農
商
工
観
連
携
の
６
次
化
施

設
、
銀
行
な
ど
複
合
エ
リ
ア
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
６
次
化
施
設
は
、
仙
北

市
と
株
式
会
社
あ
き
た
食
彩
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・

北
都
銀
行
の
３
者
が
平
成
25
年
９
月
に
締
結
し

た
「
成
長
戦
略
協
定
」
の
中
核
事
業
で
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
民
生
活
を
潤
し
、

農
林
業
の
加
工
を
推
進
し
、
観
光
客
の
お
も
て

な
し
を
さ
ら
に
充
実
す
る
、
そ
ん
な
機
能
が
集

積
し
ま
す
。
エ
リ
ア
中
央
部
の
『
中
庭
』
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
や
デ
ー
ト
の
待
ち
合
わ
せ
に
利
用
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
に
長
く
親
し
ま
れ
て
き

た
協
働
社
角
館
プ
ラ
ザ
は
、
角
館
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
存
在
で
し
た
。
協
働
社
の
創
業
者
は
仙
北

市
西
木
町
出
身
の
故
浅
利
喜
智
治
さ
ん
で
す
。

東
北
各
地
に
デ
パ
ー
ト
や
ホ
テ
ル
事
業
を
展
開

す
る
中
、
角
館
プ
ラ
ザ
は
発
祥
の
地
、
故
郷
に

対
す
る
熱
い
思
い
入
れ
が
結
実
し
た
店
舗
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
協
働
社
の
マ
ー
ク
が
、

ズ
ン
グ
リ
ム
ッ
ク
リ
な
赤
い
ウ
サ
ギ
だ
っ
た
こ

と
を
記
憶
す
る
方
も
多
い
の
で
は
…
。
こ
の
不

格
好
さ
に
は
意
味
が
あ
っ
て
、
あ
え
て
「
冗
舌

は
慎
め
と
口
は
記
さ
ず
、
他
人
の
話
を
良
く
聞

け
と
耳
は
長
く
、
亀
に
負
け
た
愚
行
を
忘
れ
る

な
と
足
は
短
く
」
描
い
た
ん
だ
と
か
。

　

そ
れ
よ
り
一
昔
前
、
つ
ま
り
協
働
社
角
館
プ

ラ
ザ
が
建
つ
前
は
、「
國
の
花
」
の
醸
造
元
、
仙

北
酒
造
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
近
所
を
歩
く

と
、
カ
ラ
カ
ラ
と
一
升
瓶
を
洗
浄
す
る
音
が
聞

こ
え
た
そ
う
で
す
。
今
も
國
の
花
を
懐
か
し
む

声
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
秋
田
を
代
表
す

る
杜
氏
が
多
数
輩
出
さ
れ
、
各
地
で
大
活
躍
し

て
い
る
話
し
を
聞
い
て
、
何
と
な
く
誇
ら
し
い

気
が
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
生
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
変
化
し
ま

す
。
町
家
・
角
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
時
代

が
求
め
る
役
割
を
き
っ
と
果
た
し
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

『
町
家
・
角
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

』
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６
月
22
日
、
秋
田
建
築
労
働

組
合
角
館
支
部
（
鈴
木
辰
彦
支

部
長
）
の
皆
さ
ん
が
、
角
館
保

育
園
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
訪
れ
、

園
内
の
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鈴
木
支
部
長
の
ほ

か
３
人
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
、

園
内
の
棚
の
取
り
付
け
や
、
子

ど
も
た
ち
が
使
う
遊
具
な
ど
、

様
々
な
補
修
を
手
際
よ
く
進
め

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
子
ど
も

た
ち
も
今
ま
で
以
上
に
、
安
心

作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

秋
田
建
築
労
働
組
合
角
館
支
部

6月22日
角館保育園

し
て
園
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

4月24日
仙北市

郷
土
料
理
本
を
作
製

料理の撮影もご本人が行った
力作レシピ本です

ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
真
崎
正
子
さ
ん

　

せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス

タ
ー
の
真
崎
正
子
さ
ん
が
、
こ
の

度
、
地
元
料
理
を
「
ふ
る
さ
と
の

「
味
」
百
四
十
七
選　

地
域
で
受

け
継
い
で
い
き
た
い
伝
統
の
味
」

と
題
し
た
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。

「
県
南
の
豊
富
な
食
材
や
、
ふ
る

さ
と
の
味
を
伝
え
る
一
助
に
な

れ
ば
」
と
真
崎
さ
ん
。

　

日
常
食
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま
で

豊
富
な
料
理
が
掲
載
さ
れ
た
こ

の
レ
シ
ピ
本
。
興
味
を
持
た
れ

た
方
は
、
真
崎
さ
ん
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

真
崎
正
子 

☎
（
44
）
２
６
６
６

藤
井
け
い
子
さ
ん
が
受
賞

内
閣
府
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
特
別
賞

6月27日
東京都　

内
閣
府
が
平
成
16
年
か
ら

実
施
す
る
「
女
性
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
賞
特
別
賞
」
に
、
西
木

町
で
農
家
民
宿
「
泰
山
堂
」

を
営
む
藤
井
け
い
子
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

東
北
初
の
農
家
民
宿
の
開
業

の
ほ
か
、
現
在
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
秋
田
花
ま
る
っ
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
理

事
長
職
に
就
き
、
地
域
へ
の
積

極
的
な
貢
献
が
評
価
さ
れ
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
藤
井
さ
ん
は

「
受
賞
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

内閣府で行われた授賞式で菅官
房長官との一コマ

　

６
月
27
日
に
秋
田
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
平

成
26
年
度
秋
田
県
社
会
教
育
委

平
成
26
年
度
受
賞
は
羽
根
川
覚
さ
ん

秋
田
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰

6月27日
秋田市

員
連
絡
協
議
会
評
議
員
会
で
、

仙
北
市
社
会
教
育
委
員
の
羽
根

川
覚
さ
ん
が
秋
田
県
社
会
教
育

委
員
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

羽
根
川
さ
ん
は
平
成
20
年
か

ら
社
会
教
育
委
員
と
し
て
地
域

の
社
会
活
動
や
第
２
次
仙
北
市

社
会
教
育
中
期
計
画
策
定
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
社

会
教
育
の
振
興
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

書
籍
を
寄
贈

田
口
本
店
か
ら
仙
北
市
へ

6月20日
市役所田沢湖庁舎　

こ
の
度
、
有
限
会
社
田
口
本

店
（
田
口
威
二
郎
代
表
取
締
役
）

か
ら
事
業
所
法
人
設
立
50
周
年

を
記
念
し
、
書
籍
「
心
に
響
く

小
さ
な
５
つ
の
物
語
」
２
０
６

冊
を
仙
北
市
に
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

書
籍
は
図
書
施
設
の
ほ
か
、

市
内
の
小
中
学
校
12
校
の
各
ク

ラ
ス
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
多

大
な
る
ご
厚
意
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

手早く修繕作業を進める組合員の皆さん

１
０
０
日
前
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

国
民
文
化
祭
開
幕
ま
で　

あ
と
１
０
０
日
を
切
り
ま
し
た

6月29日
仙北市民会館

　

６
月
29
日
、
仙
北
市
民
会
館
を

含
む
県
内
８
会
場
で
「
１
０
０
日

前
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
仙
・
仙
北
地
区
会
場
の
同
会

館
で
は
、
開
催
事
業
に
関
連
す
る

演
目
が
披
露
さ
れ
、
さ
さ
ら
や
飾

山
囃
子
、
秋
田
と
仙
北
の
民
謡
や

大
正
琴
、
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
な
ど
で

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
30
分
に
は
、
県
内
の

全
会
場
で
同
時
刻
に
県
民
歌
が
合

唱
さ
れ
、
仙
北
市
民
会
館
で
は
、

大
正
琴
の
優
し
く
温
か
な
音
色
に

合
わ
せ
、
観
客
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
会
場
全
体
で
県
民
歌
を
合
唱
し

ま
し
た
。

角
館
高
校
飾
山
囃
子
部

国
見
さ
さ
ら

大
正
琴
の
音
色
と
コ
ー
ラ
ス
隊
の
歌
声
に
合
わ
せ
て

秋
田
県
民
歌
が
大
合
唱
さ
れ
ま
し
た

仙
北
市
長
に
書
籍
が
手
渡
さ
れ
、
各
小

中
学
校
等
に
届
け
ら
れ
ま
し
た

地
域
に
貢
献
さ
れ
た
羽
根
川
さ
ん
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
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